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特
集

ド
ク
ド
ク
と
い
う
鼓
動
は
、
生
き
て
い
る

証
。
心
臓
は
、
一
生
の
間
、
休
む
こ
と
な
く

全
身
に
血
液
を
送
り
続
け
て
い
ま
す
。
病

気
に
な
れ
ば
、
当
然
、
命
に
関
わ
り
ま
す
。

実
は
心
臓
、
冬
の
寒
さ
が
大
の
苦
手
。
心

不
全
や
心
筋
梗
塞
な
ど
の
心
臓
病
は
、
冬

に
多
く
起
き
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

冬
本
番
を
迎
え
る
前
に
、
心
臓
病
と
そ
の

予
防
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

心臓は疲れると休む
こともある

「ドッ・クン」は弁の音

心臓は左側？ 冬
こ
そ
注
意
！

休むことができない心臓は、働きすぎ

て疲れてしまわないように、自律神経

を自らコントロールして、活発に動いた

り、少しゆっくり動いたりしています。こ

のわずかな拍動の変化が心臓を健

康に保つのに重要なことが分かって

います。

心臓の弁は血液の流れによって開閉し、血

液の逆流を防いでいます。「ドックン」という

心拍音の最初の「ドッ」は、僧帽弁と三尖

弁が閉じる音、次の「クン」は大動脈弁と

肺動脈弁が閉じる音です。

血液はわずか 30秒で
体を一周する

心臓から送り出された血液が

また心臓に戻ってくるまでの

時間は、わずか 30秒。大

動脈での血流は、１秒間に

1mの速度と言われていま

す。ちなみに血液の通り道で

ある、体の中の全ての血管を

つなぎ合わせると、約10万

km。地球２週半の長さにな

ります。

心臓は体のほぼ真ん中にあります。4つに分

かれた部屋のうち、全身へ血液を送る左心室

は、右心室よりも筋肉が発達しているため、左

側が大きくなり、左に寄っています。

心臓は発電している

心臓がリズム良く拍動するのは、右心房に

ある「洞結節（どうけっせつ）」と呼ばれる

場所から発電し、心臓全体にその電気信号

を送り全体を刺激しているためです。この

拍動は自発的に生じ、また、自律神経でコ

ントロールされているため、自分の意志で変

えることはできません。（心電図は、この電

気信号を波形として書き出したものです。）

心
臓
病

意外と知らない

心臓っ
て

すごい
！! 心臓 の豆知識

心
臓
の
中
は
①
右
心
房
、
②
右
心
室
、

③
左
心
房
、
④
左
心
室
の
4
つ
の
部

屋
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
心
房
は

血
液
を
受
け
取
り
、
心
室
は
血
液
を

送
り
出
す
役
割
を
し
て
い
ま
す
。
心

房
と
心
室
の
間
に
は
弁
が
あ
り
、
ポ

ン
プ
の
動
き
に
応
じ
て
開
閉
し
、
血

液
の
逆
流
を
防
い
で
い
ま
す
。

心
臓
の
構
造

心
臓
の
働
き

心
筋
と
い
う
筋
肉
の
塊
で
あ
り
、
全

身
に
血
液
を
送
り
出
す
ポ
ン
プ
の
役

目
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
1
分
間
に

お
よ
そ
60
～
90
回
拍
動
し
、
1
回
の

収
縮
で
70
～
1
0
0
㎖
の
血
液
を

全
身
に
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

心
臓
と
血
液
の
関
係

心
臓
か
ら
送
ら
れ
た
血
液
は
、
酸
素

と
栄
養
を
全
身
に
届
け
、
逆
に
全
身

の
臓
器
か
ら
排
出
さ
れ
た
二
酸
化
炭

素
と
老
廃
物
を
心
臓
に
戻
し
ま
す
。

二
酸
化
炭
素
は
肺
へ
、
老
廃
物
は
腎

臓
や
肝
臓
へ
と
再
び
送
ら
れ
て
処
理

さ
れ
ま
す
。

心
臓
の
基
本
の
き

大動脈弓

上大静脈

下大静脈

③左心房

④左心室

②右心室

三尖弁

肺動脈弁

僧帽弁

大動脈弁

①右心房

左肺動脈

右肺動脈

左肺静脈
右肺静脈

心室中隔

心拍数が少ないほど
長生きできる？！

ネズミのような寿命の短い小

さな動物は心拍数が多く、

ゾウのような長寿で体の大き

な動物は少ないという法則

が知られていますが、人でも、

多くの調査で脈の多い人ほ

ど脳卒中や心臓病の発生

率や死亡率が高いことが分

かっています。
ハツカネズミ（25g）
６００拍／分
寿命２〜３年

ゾウ（5t）
３０拍／分
寿命 80〜１００年

三尖弁 僧帽弁

ドッ

肺動脈弁 大動脈弁

クン

一日に送り出す血液量は
ペットボトル 4000本分

心臓は一日に約10万回拍動しています。

一回の拍動で送りだす血液の量は、70〜

100ml、１日にすると約8000ℓです。こ

れは２ℓのペットボトル約4000本分にな

ります。

洞結節
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つ
の
心
臓
病

心
臓
に
血
液
を
送
る

冠
動
脈
が
狭
く
な
る
病
気
で
す
。

胸
痛
だ
け
で
な
く
、

肩
や
下
あ
ご
が

痛
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

全
身
の
臓
器
に

十
分
な
酸
素
・
栄
養
を

送
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る

状
態
が
続
く
病
気
で
す
。

次
第
に
進
行
し
て
い
き
ま
す
。

冠
動
脈
の
血
流
が
途
絶
え
、

心
臓
の
筋
肉
が

壊え

し死
す
る
病
気
で
す
。

突
然
死
や
後
遺
症
に

つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

心
臓
が
動
く
リ
ズ
ム
が

乱
れ
る
病
気
で
す
。

め
ま
い
や
動
悸
、
吐
き
気
、

冷
や
汗
が
起
り
、
意
識
を

失
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

心
臓
病
に
は
多
く
の
種
類
が
あ
り
、
症
状
も
様
々
で
す
。

病
気
ご
と
に
症
状
と
治
療
法
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
心
臓
病
を
放
置
す
る
と
、

脳
や
肝
臓
、
腎
臓
な
ど
の
臓
器
に
十
分
な

酸
素
・
栄
養
を
送
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
こ
れ
を
「
心
不
全
」
と
い
い
、

こ
の
状
態
が
続
き
、
次
第
に
進
行
し
て
い

く
状
態
を
「
慢
性
心
不
全
」
と
い
い
ま
す
。

症
状
は
、
動
悸
や
動
作
時
の
息
切
れ
、
呼

吸
困
難
、
体
の
む
く
み
、
体
重
増
加
な
ど

で
す
。
初
期
に
は
夜
間
に
の
み
息
苦
し
く

な
り
目
が
覚
め
ま
す
が
、
重
症
化
す
る
と

　
正
常
な
心
臓
は
常
に
一
定
の
リ
ズ
ム
で

動
き
ま
す
。
こ
れ
は
心
臓
を
動
か
す
電

気
刺
激
が
「
洞
結
節
」
と
い
う
場
所
か
ら

発
信
さ
れ
、
「
房
室
結
節
」
を
通
っ
て
ポ

ン
プ
の
役
割
を
す
る
「
心
室
」
に
伝
わ
る

か
ら
で
す
。
こ
の
回
路
の
途
中
に
問
題

が
起
き
る
と
、
脈
に
乱
れ
が
生
じ
ま
す
。

心
拍
の
リ
ズ
ム
が
遅
く
な
る
の
を
「
徐

脈
」
、
早
く
な
る
の
を
「
頻
脈
」
と
い
い

ま
す
。

　
心
臓
自
体
に
血
液
を
送
る
た
め
の
血
管

「
冠
動
脈
」
が
狭
く
な
り
、
一
時
的
に
心

筋
に
酸
素
や
栄
養
が
行
き
渡
ら
な
く
な
る

病
気
で
す
。
動
脈
硬
化
に
よ
る
「
労
作
性

狭
心
症
」
と
冠
動
脈
の
け
い
れ
ん
に
よ
り
血

流
が
低
下
す
る
「
冠
れ
ん
縮
性
狭
心
症
」
が

あ
り
ま
す
。
胸
が
締
め
つ
け
ら
れ
る
、
重

　
冠
動
脈
が
完
全
に
詰
ま
り
、
血
液
が
途

絶
え
、
そ
の
結
果
、
詰
ま
っ
た
先
の
血
管

に
養
わ
れ
て
い
た
心
筋
が
死
ん
で
し
ま
い

ま
す
。
胸
痛
、
胸
の
圧
迫
感
な
ど
、
狭

心
症
よ
り
強
い
症
状
が
急
激
に
起
こ
る
の

が
特
徴
で
す
が
、
前
兆
と
し
て
冷
や
汗
、

吐
き
気
な
ど
を
伴
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

発
作
は
、
30
分
以
上
で
、
数
時
間
続
く
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　
症
状
が
現
れ
た
ら
、
一
刻
も
早
く
救

狭
心
症

慢
性
心
不
全

急
性
心
筋
梗
塞

不
整
脈

13
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安
静
に
し
て
い
て
も
息
切
れ
が
生
じ
ま
す
。

　
一
般
的
に
は
内
服
薬
に
よ
る
治
療
を
行

い
ま
す
が
、
重
く
な
る
と
入
院
と
な
り
、

酸
素
吸
入
、
点
滴
治
療
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
末
期
重
症
心
不
全
で
は
、
補
助
人

工
心
臓
や
心
臓
移
植
手
術
な
ど
の
高
度
な

医
療
を
行
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
両
心
室

ペ
ー
シ
ン
グ
と
い
う
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
治
療

法
が
開
発
さ
れ
、
重
症
で
も
長
生
き
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
従
来
は
、
薬
の
内
服
や
注
射
な
ど
の
内

科
的
治
療
や
開
胸
手
術
な
ど
の
外
科
的
治

療
が
行
な
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
、

新
し
い
治
療
方
法
と
し
て
、
カ
テ
ー
テ
ル

と
い
う
細
い
管
を
心
臓
の
中
に
入
れ
、
不

整
脈
を
起
こ
す
元
と
な
っ
て
い
る
異
常
な

部
分
を
高
周
波
電
流
で
焼
く
カ
テ
ー
テ
ル

ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
自
動
的
に
正
常
な
リ
ズ

ム
に
戻
す
植
込
み
型
除
細
動
器
な
ど
の
新

し
い
治
療
が
普
及
し
て
き
て
い
ま
す
。

苦
し
い
と
い
っ
た
漠
然
と
し
た
胸
痛
を
感
じ

ま
す
。
発
作
は
数
分
か
ら
、
長
く
て
も
十

分
程
度
で
治
ま
る
の
が
特
徴
で
す
。
多
く

は
左
前
胸
部
に
痛
み
を
感
じ
ま
す
が
、
左

肩
、
下
あ
ご
、
後
頭
部
、
み
ぞ
お
ち
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
部
分
が
痛
む
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
動
悸
や
呼
吸
困
難
、
め
ま
い
と
い
っ

た
症
状
が
出
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
血
管

を
拡
げ
る
薬
に
よ
り
数
分
で
症
状
が
改
善

し
ま
す
。
そ
の
他
に
、
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
、

外
科
治
療
（
バ
イ
パ
ス
術
）
が
あ
り
ま
す
。

急
車
を
呼
ん
で
専
門
医
療
機
関
を
受
診

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
病
気
が

疑
わ
れ
る
場
合
に
は
、
心
臓
カ
テ
ー
テ

ル
検
査
で
狭
く
な
っ
た
血
管
を
拡
げ
る

治
療
（
経
皮
的
冠
動
脈
形
成
術
）
を
行
い

ま
す
。
詰
ま
っ
て
い
る
部
分
に
細
い
針

金
を
通
し
、
風
船
で
狭
い
部
分
を
拡
げ

ま
す
。
さ
ら
に
、
ス
テ
ン
ト
と
い
う
金

網
を
用
い
る
治
療
法
を
追
加
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

労作性狭心症

にぎり潰される、鉄を
流し込まれるような痛み。

呼吸ができず、横になって
も苦しくてたまらない

冠れん縮性狭心症

体のむくみや体重増加、
動悸や息切れなど

動悸やめまい
失神やけいれんなど



6

〈お部屋の温度差〉
急な温度変化や季節の変わり目には注意が必要

です。暖かいお部屋から、寒い外に出る際には、

上着を忘れずに。

〈ストレスをためない〉
心臓発作は心身のストレスがたまっているときに

起こりやすくなるので、疲労回復が大切です。せ

っかちな性格の人は、イライラしがちです。イライ

ラは血圧を上昇させてしまいます。イライラした

り、興奮したときなどは、意識的にリラックスして

気持ちを落ち着かせましょう。

入浴は血管を拡張させ、気分的にもリラックスでき

るのでおすすめですが、食事の直後や飲酒後は、

心臓に大きな負担がかかります。また、寒い時期

の入浴は特に注意が必要です。あらかじめ脱衣所

や浴室など全体を温めておき、お部屋と洗い場と

の温度差をできるだけ少なくしておくことが大切で

す。また、熱すぎる

お湯も心臓に負担を

かけます。ぬるめの

お湯で 10分間くら

いが、推奨される入

浴時間です。

〈塩分〉
塩分に含まれるナトリウム

には体に水を貯める性質が

あります。このため、塩分を多く摂取すると循環血液量が増加して

心臓に負担がかかります。塩分の多い汁物や漬物は食べる量と回

数を少し減らしましょう。

〈コレステロール・中性脂肪〉
食べ過ぎや、脂肪のとり過ぎで、血液中のコレステロールや中性脂肪

が増加し、心臓病を発症するリスクが上がります。摂取カロリー量や

栄養のバランスを考えて、腹八分目を心掛けてゆっくり食べましょう。

心臓にやさしい生活

生活

お風呂

食事

トイレ

高血圧 適正体重を維持
体重が増加し体が大きくなる

と、その分、今までよりも血

液を多く送らなければならな

いため、心臓に負担がかかり

ます。

寒い時期はトイレとお部屋と

の温度差が少なくなるように

して、なるべく力まないように

しましょう。

高血圧は心臓や血管

に負担をかけます。

定期的に血圧を正し

く測り、高血圧には

注意しましょう。

心
臓
か
ら
肺
に
血
液
を
送
る

肺
動
脈
の
血
圧
が

高
く
な
る
病
気
で
す
。

心
筋
の
異
常
に
よ
り
、

全
身
に
十
分
な
血
液
を

送
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る

病
気
で
す
。

何
ら
か
の
理
由
で
弁
が
故
障
し
、

心
臓
が
正
常
に
血
液
を

送
れ
な
く
な
る
病
気
で
す 

。

　
何
ら
か
の
原
因
で
心
臓
か
ら
肺
へ
血
液
が
流
れ
に
く

く
な
り
、
そ
の
結
果
、
肺
動
脈
の
血
圧
が
高
く
な
る
病

気
で
す
。
こ
の
状
態
が
続
く
と
、
肺
に
血
液
を
送
り
出

す
右
心
室
が
心
筋
を
肥
大
さ
せ
て
血
液
を
送
り
出
す
よ

う
変
化
す
る
た
め
、
心
臓
と
肺
の
両
方
の
負
担
が
大
き

く
な
り
、
機
能
障
害
が
起
こ
り
ま
す
。
安
静
時
に
自
覚

症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
軽
い
動
作
だ
け
で
息
切
れ
、

疲
れ
、
立
ち
く
ら
み
な
ど
が
起
こ
り
ま
す
。
軽
症
の
場

合
は
血
管
を
拡
げ
る
薬
と
血
液
を
固
ま
り
に
く
く
す
る

抗
凝
固
薬
に
よ
る
内
服
治
療
で
す
が
、
症
状
が
重
い
場

合
は
点
滴
治
療
、
そ
れ
で
も
十
分
で
な
い
場
合
は
、
肺

移
植
手
術
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
心
筋
症
に
は
、
心
筋
が
厚
く
な
る
「
肥
大
型
心
筋

症
」
、
心
筋
の
壁
が
薄
く
な
る
「
拡
張
型
心
筋
症
」
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
脳
、
肝

臓
、
腎
臓
、
な
ど
の
臓
器
に
十
分
な
血
液
を
送
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
、
慢
性
心
不
全
（
P
5
）
の
状
態
に

な
り
ま
す
。
主
な
症
状
は
動
悸
、
息
切
れ
、
呼
吸
困
難
、

体
の
む
く
み
、
体
重
増
加
な
ど
で
す
。

検
査
で
は
心
筋
症
の
タ
イ
プ
を
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
適

し
た
治
療
を
行
い
ま
す
。
治
療
は
症
状
を
和
ら
げ
る
た

め
の
内
服
薬
に
よ
る
治
療
を
行
い
ま
す
が
、
症
状
が
重

く
な
る
と
入
院
治
療
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
弁
は
、
血
液
の
流
れ
に
応
じ
て
ド
ア
の
よ
う
に
開
い
た

り
閉
じ
た
り
し
て
い
ま
す
。
弁
が
故
障
す
る
と
、
弁
が

十
分
に
開
か
ず
血
液
の
流
れ
が
悪
く
な
る
「
狭き

ょ
う
さ
く
窄
症
」
、

正
常
に
閉
じ
な
く
な
り
逆
流
し
て
し
ま
う
「
逆
流
症
」

な
ど
が
起
こ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
ま
と
め
て
、
「
心
臓

弁
膜
症
」
と
い
い
ま
す
。
は
じ
め
は
無
症
状
で
す
が
、

心
臓
に
負
担
が
か
か
る
た
め
、
心
不
全
の
原
因
と
な
り

ま
す
（
P
5
）
。
軽
症
で
あ
れ
ば
薬
で
の
治
療
で
す
が
、

重
症
の
場
合
は
カ
テ
ー
テ
ル
手
術
や
、
人
工
弁
に
取
り

替
え
る
手
術
を
行
い
ま
す
。

肺
高
血
圧
症

心
筋
症

心
臓
弁
膜
症

5

6

7
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心臓は一生の間に 30億回も拍動しています。
長く健康で働いてもらうために、やさしい生活を心掛けて心臓をいたわりましょう。

禁煙
たばこを吸うと血管を収縮させ血圧が急上昇します。喫煙

で生じる一酸化炭素によって赤血球の酸素の運搬能力が

低下し、心臓に負担がかかります。たばこは心臓病だけで

なく、脳梗塞などの様々な動脈硬化性疾患とも関連してい

ます。なかなかやめられない場合は、禁煙外来などで相談

してみましょう。

毎日の生活の中で、軽めの運動

を習慣化することが心臓病予防

の一歩。軽い運動がおすすめで、

本誌のストレッチ（P12）を参考にしてください。ただし、

すでに心臓病をお持ちの方は、運動そのものがリスクに

なりますので、主治医に相談してください。

運動
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下
川 

宏
明  

（
し
も
か
わ  

ひ
ろ
あ
き
）

福
岡
県
出
身
。
1
9
7
9
年
九
州
大
学
医
学
部
医
学
科

卒
業
、
同
学
循
環
器
内
科
に
入
局
。
米
国
メ
イ
ヨ
ー
ク

リ
ニ
ッ
ク
に
留
学
後
、
飯
塚
病
院
循
環
器
科
科
長
、
九
州

大
学
医
学
部
附
属
病
院
助
手
・
講
師
・
助
教
授
を
経
て
、

2
0
0
5
年
に
東
北
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
教

授
に
就
任
。
2
0
1
2
年
か
ら
東
北
大
学
医
師
会
長
。

2
0
1
3
年
、
臨
床
研
究
推
進
セ
ン
タ
ー
長
に
就
任
。

循
環
器
内
科 

科
長

下
川 

宏
明 

教
授

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

社
会
が
求
め
る
医
療
を

患
者
さ
ん
が
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
冠
動
脈

の
造
影
検
査
を
受
け
て
も
異
常
が
見
え
な

い
た
め
、
更
年
期
障
害
や
自
律
神
経
失
調

症
と
間
違
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
診
断

が
難
し
い
病
気
な
の
で
す
。
こ
う
い
っ
た
、

当
院
で
し
か
で
き
な
い
高
度
な
知
識
と
技

術
を
必
要
と
す
る
医
療
を
、
地
域
の
病
院

と
の
連
携
の
も
と
で
、
重
症
度
に
応
じ
て
提

供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
３
0
５
カ
所
も

の
医
療
機
関
と
独
自
に
地
域
連
携
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
24
時
間
体
制
で
緊
急

時
の
対
応
、
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。

社
会
の
ニ
ー
ズ
に
真
に
応
え
る

｜
新
し
い
医
療
の
開
発
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　
現
在
、
重
症
狭
心
症
の
患
者
さ
ん
に
対
す

る
超
音
波
治
療
法
を
開
発
中
で
す
。
私
が

開
発
し
た
衝
撃
波
を
用
い
て
血
管
を
増
や
す

治
療
は
既
に
世
界
25
カ
国
で
、
約
１
万
人
の

患
者
さ
ん
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
超
音
波

に
こ
れ
と
同
様
の
効
果
が
あ
る
こ
と
を
見
つ

け
、
治
験
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
さ

ら
に
、
あ
る
特
殊
な
条
件
の
超
音
波
が
、
認

知
症
に
対
し
て
有
効
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
を
動
物
実
験
で
明
ら
か
に
し
、
認
知
症

患
者
さ
ん
に
対
す
る
治
験
を
実
施
中
で
す
。

こ
の
他
、
１
万
人
の
心
不
全
患
者
さ
ん
の
情

報
を
蓄
積
し
た
世
界
最
大
級
の
チ
ャ
ー
ト
研

究
、
衝
撃
波
で
不
整
脈
を
治
療
す
る
ア
ブ
レ

ー
シ
ョ
ン
カ
テ
ー
テ
ル
、
肺
移
植
を
受
け
た

方
の
肺
組
織
を
用
い
た
新
薬
の
開
発
な
ど
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
多
く
の
研
究
開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
ら
全
て
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
低

侵
襲
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
日
本
は

２
０
０
７
年
に
超
高
齢
社
会
に
世
界
で
真
っ

先
に
突
入
し
ま
し
た
。
中
で
も
東
北
地
区

は
、
全
国
有
数
の
高
齢
地
域
で
す
。
が
ん

や
認
知
症
な
ど
、
高
齢
化
に
よ
り
増
え
て

く
る
病
気
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、
心
臓

病
も
そ
の
一
つ
。
社
会
が
求
め
る
肉
体
的

負
担
、
経
済
的
負
担
の
少
な
い
治
療
を
東

北
大
学
発
と
し
て
生
み
出
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

地
域
の
最
後
の
砦
と
し
て

｜
当
院
の
循
環
器
内
科
の
特
徴
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　
心
臓
病
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
悪
く
な
り

ま
す
が
、
良
く
な
る
と
き
も
グ
ン
グ
ン
と
よ

く
な
る
、
変
化
が
非
常
に
速
い
病
気
で
す
。

ど
ん
な
状
況
で
も
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
私
た
ち
は
虚
血
グ

ル
ー
プ
（
狭
心
症
、
心
筋
梗
塞
な
ど
）
、
循

環
グ
ル
ー
プ
（
心
不
全
な
ど
）
、
不
整
脈
グ

ル
ー
プ
の
３
つ
の
専
門
グ
ル
ー
プ
を
設
け
、

そ
れ
ぞ
れ
が
高
い
レ
ベ
ル
で
、
横
に
連
携
し

な
が
ら
診
療
す
る
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　
当
院
は
、
東
北
地
区
は
も
と
よ
り
、
広
く

東
日
本
の
循
環
器
医
療
の
最
後
の
砦
と
し
て

の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
特
に
心
肺
同

時
移
植
に
関
し
て
は
、
国
内
３
カ
所
の
認

定
施
設
の
う
ち
の
一
つ
で
、
重
篤
な
心
不
全

や
肺
高
血
圧
症
の
患
者
さ
ん
が
全
国
か
ら

紹
介
さ
れ
て
き
ま
す
。
例
え
ば
、
慢
性
血

栓
性
肺
高
血
圧
症
と
い
う
肺
動
脈
に
で
き

た
血
栓
が
完
全
に
溶
け
き
れ
ず
に
肺
高
血

圧
に
な
る
病
気
が
あ
り
ま
す
が
、
バ
ル
ー
ン

を
膨
ら
ま
せ
て
、
血
栓
を
肺
動
脈
の
壁
に

押
し
付
け
る
肺
動
脈
形
成
術
（
Ｂ
Ｐ
Ａ
）

と
い
う
よ
う
な
難
易
度
の
高
い
治
療
を
行
っ

て
い
ま
す
。
閉
経
前
後
の
女
性
に
多
い
微

小
血
管
狭
心
症
と
い
う
病
気
で
は
、
病
態

解
明
や
診
断
、
治
療
を
求
め
て
全
国
か
ら

手
を
抜
か
ず
、
自
分
に
正
直
に

｜
日
常
診
療
に
お
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

　
医
療
技
術
が
発
展
し
、
循
環
器
内
科
医

と
し
て
は
、
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
と
い
う
よ
う

な
最
新
の
技
術
に
頼
り
が
ち
で
す
が
、
患

者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
病
歴
を
よ
く
聞
き
、

問
診
と
身
体
診
察
を
十
分
に
す
る
と
い
う

の
が
、
診
療
の
基
本
中
の
基
本
で
す
。
東

日
本
大
震
災
で
は
、
停
電
に
よ
り
機
器
が

使
え
ず
、
五
感
だ
け
を
頼
り
に
診
察
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
聴
診
器
と

血
圧
計
だ
け
で
診
断
を
つ
け
て
治
療
で
き

る
よ
う
に
す
る
、
こ
の
基
本
は
教
室
員
に
い

つ
も
強
調
し
て
伝
え
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
受
け
持
ち
患
者
さ
ん
は
自
分
の
親

だ
と
思
え
と
よ
く
言
っ
て
い
る
ん
で
す
。
親

だ
と
思
え
ば
、
検
査
や
治
療
は
必
要
最
小
限

に
す
る
し
、
ど
ん
な
に
忙
し
く
て
も
朝
と
夜

に
は
会
い
に
行
く
は
ず
で
す
。
心
臓
病
は
、

す
ぐ
に
命
に
関
わ
り
ま
す
。
お
天
道
様
は

見
て
い
る
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
絶

対
に
手
を
抜
か
ず
、
自
分
に
正
直
に
い
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
現
在
の
医
療
は
、
研
究

者
と
患
者
さ
ん
の
貢
献
に
よ
り
進
歩
し
て
き

ま
し
た
。
自
分
の
技
術
を
過
信
せ
ず
、
謙

虚
に
患
者
さ
ん
本
意
の
診
療
を
行
う
、
そ

し
て
臨
床
の
疑
問
を
研
究
に
橋
渡
し
す
る
。

臨
床
と
研
究
の
両
輪
を
真
摯
に
続
け
て
い
く

こ
と
が
明
る
い
医
療
の
未
来
を
切
り
開
い
て

い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

超音波による
治療法の開発

重症狭心症
診断に用いられる強度と同程度の特殊な超音波

をあてると血管が増えることを明らかにし、超

音波血管新生装置を開発しました。 現在、重

症狭心症を対象とした医師主導治験を行ってい

ます。この治療法は、麻酔や鎮痛薬、開胸など

の手術処置も不要のため、高齢者や合併症を持

つ重症患者にも適応可能と期待されています。

アルツハイマー型認知症
特殊な条件の超音波がアルツハイマー型認知

症モデルマウスの認知機能低下を抑制すること

を見出し、2018年6月より、世界初となる臨床

現場での探索的医師主導治験を開始していま

す。こめかみかに超音波を左右交互に照射し

て安全性と効果を調べ、早ければ 5年後の実用

化を目指しています。

【日 時 】11月25日（日 ）13：30-
15：40（13：00開場）【会場】栗
原市若林総合文化センター（ドリー
ム・パル）大ホール【参加費】無料

【講演】下川 宏明、中野 誠、高橋 
潤、他／詳細は以下ホームページを

ご覧ください。

https://www.hosp.
tohoku.ac.jp/release/
event/15103.html

イ
ベ
ン
ト
情
報

i 東北大学病院 つながる健康講座 in くりはら

「心臓病の今とこれから」
第 5 回心臓移植市民公開講座

「大切な人のために今知っておきたい最新治療」

【日 時 】11月24日（土 ）14：00-16：00（13：
30受付）【会場】仙台市中小企業活性化センタ
ー アエル 5F 多目的ホール【参加費】無料【出演】
下川 宏明、杉村 宏一郎、秋山 正年、林 昇甫、久
志本 成樹、齋木 佳克、他【主催】一般社団法人
日本循環器学会、一般社団法人日本心不全学会、

第5回心臓移植市民公開講座実行
委員会／詳細は以下ホームページ
をご覧ください。
http://www.cardio.med.tohoku.ac.jp/news/index.html#1428
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私
は
緩
和
ケ
ア
病
棟
で
臨
床
宗
教
師
と
し

て
患
者
さ
ん
の
心
の
ケ
ア
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。
臨
床
宗
教
師
は
布
教
や
伝
道
を
目

的
と
せ
ず
心
の
ケ
ア
に
関
わ
る
宗
教
者
で

す
。
人
は
誰
し
も
が
人
生
の
歩
み
の
中
で
、

自
身
や
大
切
な
人
の
病
や
死
と
い
っ
た
苦

悩
に
向
き
合
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
中

で
、
苦
し
み
を
身
近
に
感
じ
る
方
と
共
に
悩

み
、
少
し
で
も
和
ら
ぐ
こ
と
を
願
っ
て
関
わ

ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

患
者
さ
ん
と
お
会
い
し
た
際
は
、
日
常
的

な
お
し
ゃ
べ
り
を
す
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
い

ろ
い
ろ
な
思
い
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
患
者
さ
ん
が
話
す
苦
し
み
辛

さ
は
、
同
じ
言
葉
で
あ
っ
て
も
、
背
景
や
深

み
、
向
き
合
い
方
は
一
人
ひ
と
り
違
う
も
の

で
す
。
過
去
、
そ
し
て
現
在
を
多
く
の
苦
難

と
向
き
合
い
な
が
ら
生
き
る
方
を
前
に
、
自

分
の
無
力
さ
を
感
じ
、
目
の
前
の
方
の
平
安

を
心
か
ら
祈
る
ば
か
り
の
気
持
ち
に
な
る
こ

と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
初
め
は
自
分
の

気
持
ち
の
保
ち
方
に
も
苦
慮
し
ま
し
た
。
生

死
と
い
う
思
い
通
り
に
な
ら
な
い
現
実
に
ど

う
向
き
合
う
か
と
い
う
人
生
の
大
き
な
問
い

に
、
私
自
身
も
向
き
合
い
続
け
、
大
切
な
の

は
苦
し
み
の
背
負
い
方
と
も
感
じ
て
い
ま

駒
澤
大
学
仏
教
学
部
仏
教
学
科
卒
業
。
曹
洞
宗
大
本
山
永

平
寺
に
て
安
居
。
東
北
大
学
大
学
院
実
践
宗
教
学
寄
附
講

座
主
催
、
臨
床
宗
教
師
研
修
第
5
期
修
了
。
同
大
学
院
文

学
研
究
科
博
士
課
程
前
期
2
年
修
了
。
2
0
1
4
年
9

月
よ
り
東
北
大
学
病
院
緩
和
ケ
ア
病
棟
に
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
。
2
0
1
6
年
6
月
よ
り
非
常
勤
と
し
て
勤
務
。
小

さ
い
と
き
か
ら
寡
黙
な
子
だ
っ
た
そ
う
。趣
味
は
ギ
タ
ー
、

ス
ポ
ー
ツ
、
キ
ャ
ン
プ
と
限
り
な
い
。
雰
囲
気
か
ら
は
想

像
で
き
ま
せ
ん
が
B
M
X
で
、
世
界
ラ
ン
ク
キ
ン
グ
8

位
と
い
う
記
録
を
持
っ
て
い
ま
す
。

取
材
者
レ
ポ

患 者さんの思いを受け取り、次 代へ伝えていく。

す
。
周
り
の
人
と
の
関
わ
り
、
ま
た
、
亡
き

人
な
ど
、
現
実
の
人
間
関
係
を
越
え
た
も
の

と
の
関
わ
り
が
支
え
に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と

を
、
患
者
さ
ん
か
ら
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

あ
る
時
、「
生
き
て
き
た
意
味
」
を
模
索

し
、
も
が
く
方
と
の
出
会
い
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
中
で
最
後
に
た
ど
り
着
い
た
思
い

を
「
感
謝
」、「
生
か
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う

言
葉
に
集
約
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
、
生
き

る
こ
と
の
深
み
に
触
れ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

感
動
に
浸
り
、
出
会
い
に
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
こ
の
仕
事
を
し
て
良
か
っ
た
と
心
か
ら

思
い
ま
し
た
。
患
者
さ
ん
か
ら
の
学
び
を
次

の
世
代
、
特
に
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
く

こ
と
も
私
の
使
命
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

i ro  i ro  i r you
金
田 

諦
晃

臨
床
宗
教
師

「
熱
中
症
」

見
知
ら
ぬ
街
を
歩
い
て
い
た
。
と
、突
然
「
ド

カ
ー
ン
！
！
！
」
と
雷
の
よ
う
な
大
き
な
音
が

し
た
。
次
の
瞬
間
、
薄
暗
い
車
内
に
い
た
。
身

動
き
で
き
な
い
。
顔
に
マ
ス
ク
を
は
め
ら
れ
て
い

る
。
体
が
異
常
に
熱
い
。
誘
拐
か
？
と
激
し
く

動
揺
し
た
。
車
は
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
て
走
っ
て

い
る
。
と
、
右
わ
き
か
ら
「
石
井
さ
ー
ん
、
わ
か

り
ま
す
か
」
と
女
性
の
声
が
し
た
。「
マ
ラ
ソ
ン

を
走
っ
て
た
ん
で
す
よ
ー
。
わ
か
り
ま
す
か
」
僕

は
、い
し
の
ま
き
復
興
マ
ラ
ソ
ン
を
走
っ
て
い
た

の
だ
っ
た
。
2
日
前
に
カ
ナ
ダ
か
ら
帰
国
し
た
ば

か
り
だ
と
い
う
の
に
、タ
カ
を
く
く
り
、
出
場
し

て
い
た
ん
だ
っ
け
。
で
は
、さ
っ
き
の
街
は
夢
？

天
井
を
向
い
た
ま
ま
、
目
線
だ
け
で
周
囲

を
観
察
す
る
。
何
か
の
医
療
機
器
ら
し
い
も
の

が
壁
に
取
り
付
け
ら
れ
て
あ
る
。
必
死
に
考
え

た
。
こ
こ
は
救
急
車
に
違
い
な
い
。
走
っ
て
い
る

最
中
に
、
何
か
の
身
体
的
異
変
が
発
生
し
た

た
め
、
救
急
搬
送
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
動
け
な
い

の
は
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
に
固
定
さ
れ
て
い
る
た
め

だ
。マ
ス
ク
は
酸
素
マ
ス
ク
。
女
性
は
救
急
隊

員
か
。
何
が
自
分
に
起
こ
っ
た
？
と
に
か
く
大

変
な
こ
と
に
な
っ
た
。「
ご
住
所
、
言
え
ま
す
か

ー
？
」
言
え
る
に
決
ま
っ
て
る
、
が
、
思
い
出
せ

な
い
。
う
そ
ー
、
も
し
か
し
て
脳
卒
中
？
子
供

を
3
人
も
抱
え
て
い
る
の
に
ど
う
し
よ
う
。
で

も
待
て
、
頭
痛
も
し
な
い
し
、
意
識
も
し
っ
か
り

し
て
い
る
じ
ゃ
な
い
か
。
と
指
や
下
肢
を
動
か
し

て
み
る
。
動
く
。
そ
れ
も
思
い
通
り
に
。
わ
ず
か

に
光
明
が
見
え
た
気
が
し
た
。

「
こ
れ
か
ら
石
巻
赤
十
字
病
院
に
行
き
ま

す
よ
ー
」
や
は
り
、
救
急
車
内
だ
。
数
分
で
到

着
し
た
。
初
療
室
に
搬
入
さ
れ
る
。
見
慣
れ
て

い
る
は
ず
の
室
内
は
、
仰
向
け
の
患
者
目
線
か

ら
見
る
と
、
最
新
医
療
機
器
で
満
ち
満
ち
た

近
未
来
感
た
っ
ぷ
り
の
景
色
に
見
え
、
そ
れ
だ

け
で
圧
倒
さ
れ
る
。
数
人
が
か
り
で
ベ
ッ
ト
に

移
さ
れ
る
。
数
名
の
ス
タ
ッ
フ
に
よ
り
服
を
脱
が

さ
れ
、
直
腸
温
モ
ニ
タ
ー
を
挿
入
さ
れ
た
。
採

血
さ
れ
、
点
滴
ラ
イ
ン
を
入
れ
ら
れ
、
お
ま
け

に
酸
素
マ
ス
ク
に
心
電
図
モ
ニ
タ
ー
ま
で
つ
け
ら

石
井 

正

総
合
地
域
医
療
教
育
支
援
部 

部
長
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れ
た
。
何
か
や
る
た
び
そ
の
都
度
「
○
○
し
ま

す
よ
ー
」
と
か
言
う
が
、
実
質
問
答
無
用
で

あ
る
。
数
名
の
研
修
医
ら
し
き
連
中
が
霧
吹
き

で
僕
の
体
に
水
を
か
け
な
が
ら
団
扇
で
あ
お
ぐ
。

病
名
を
知
り
た
い
が
、
な
ぜ
か
声
が
出
な
い
。

数
分
後
、
視
界
の
隅
に
、か
つ
て
の
教
え
子
、

井
上
を
見
つ
け
た
。
井
上
が
僕
の
顔
を
覗
き
込

み
な
が
ら
言
っ
た
。「
先
生
、
Ⅲ
度
の
熱
中
症

で
す
。
腎
臓
な
ど
に
障
害
が
残
る
可
能
性
は

あ
り
ま
す
。マ
ラ
ソ
ン
中
に
突
然
意
識
を
失
い

崩
れ
る
よ
う
に
し
て
倒
れ
た
ん
で
す
よ
。
で
も

す
ぐ
助
け
て
も
ら
っ
て
ラ
ッ
キ
ー
で
し
た
ね
ー
。

熱
も
最
初
40
℃
あ
り
ま
し
た
が
、
37
℃
台
ま

で
下
が
り
ま
し
た
」
悔
し
く
な
り
、「
明
日
会

議
が
あ
る
か
ら
、
解
熱
し
た
な
ら
帰
る
」
と
言

う
と
、「
勘
弁
し
て
く
だ
さ
い
。
僕
が
怒
ら
れ
ま

す
」
と
一
蹴
さ
れ
、
入
院
と
な
っ
た
。

入
院
し
て
つ
く
づ
く
感
じ
た
こ
と
は
、
と
に

か
く
看
護
師
は
じ
め
ス
タ
ッ
フ
が
皆
や
さ
し
い
。

吐
い
た
と
言
え
ば
、
笑
顔
で
掃
除
し
て
く
れ
る

し
、
右
ひ
ざ
が
痛
い
と
言
え
ば
、
冷
却
剤
を
持

っ
て
き
て
く
れ
る
。
涙
が
出
そ
う
に
な
っ
た
。
家

族
へ
の
説
明
も
丁
寧
だ
っ
た
。
経
過
は
良
好

で
、
翌
朝
に
は
腎
機
能
も
正
常
化
し
た
た
め

退
院
し
た
。

患
者
の
立
場
に
な
っ
て
あ
ら
た
め
て
認
識
し

た
こ
と
は
、
①
自
分
の
体
調
を
過
信
す
る
と

ひ
ど
い
目
に
あ
う
②
突
然
病
気
に
な
っ
た
ら
か

な
り
動
揺
す
る
③
患
者
か
ら
見
る
と
救
急
車

や
病
院
は
最
新
鋭
機
器
の
塊
に
見
え
、
非
常

に
心
強
い
④
一
方
、
圧
倒
さ
れ
医
療
者
に
逆

ら
う
気
は
全
く
起
き
な
く
な
る
⑤
病
院
ス
タ

ッ
フ
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
が
よ
い
と
、
と
て
も
安

心
す
る
、
と
い
う
こ
と
だ
。

こ
れ
ま
で
患
者
の
立
場
に
立
っ
て
十
分
に
物

事
を
考
え
て
い
た
つ
も
り
だ
っ
た
が
、そ
れ
が
い
か

に
浅
慮
で
あ
っ
た
か
。こ
の
失
敗
は
、
医
師
と
し

て
「
貴
重
な
勉
強
の
機
会
」
で
も
あ
っ
た
。
今

後
、
再
び
「
診
る
側
」
に
回
る
訳
だ
が
、
特
に

②
④
⑤
に
留
意
し
て
、こ
れ
ま
で
以
上
に
心
を

込
め
て
診
療
に
当
た
ろ
う
と
固
く
誓
っ
た
。
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朝
の
気
温
が
下
が
る
に
つ

れ
、
空
気
も
乾
燥
し
て
き
ま

し
た
。
肌
が
カ
サ
カ
サ
、
唇

が
荒
れ
て
、
喉
も
渇
い
て
…

と
身
体
の
乾
燥
が
気
に
な

る
季
節
で
す
ね
。
こ
う
し
た
症
状
は
身
体
の
水
分
不
足

か
ら
く
る
の
で
す
が
、
水
を
飲
ん
で
も
良
く
な
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
漢
方
薬
で
は
、
肌
の
乾
燥
、
か
ゆ
み

に
は
当と
う
き
い
ん
し

帰
飲
子
、
さ
ら
に
唇
も
乾
く
場
合
は
温う
ん
け
い
と
う

経
湯
、
の

ど
が
渇
い
て
咳
こ
む
場
合
は
麦ば
く
も
ん
ど
う
と
う

門
冬
湯
な
ど
が
用
い
ら

れ
ま
す
。
実
は
こ
う
し
た
漢
方
薬
の
元
と
な
る
生
薬
は
、

植
物
の
根
が
原
料
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
多
い
の
で
す
。

普
段
の
食
事
で
も
、
水
分
と
栄
養
を
た
っ
ぷ
り
蓄
え
た
根

菜
類
（
ダ
イ
コ
ン
、
レ
ン
コ
ン
、
ヤ
マ
イ
モ
な
ど
）
を
摂

る
よ
う
心
が
け
る
と
良
い
と
さ
れ
ま
す
。
秋
の
果
物
（
ナ

シ
、
カ
キ
、
ブ
ド
ウ
な
ど
）
も
水
分
豊
富
で
良
い
で
す
が
、

摂
り
す
ぎ
は
冷
え
や
肥
満
の
原
因
に
な
る
こ
と
も
。
ご

家
族
で
シ
ェ
ア
す
る
な
ど
し
て
少
し
ず
つ
楽
し
む
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。 す きま 時 間 で

リ フ レ ッ シ ュ
今
回
の
ス
ト
レ
ッ
チ

ふ
く
ら
は
ぎ
と

肩
甲
骨
の

ス
ト
レ
ッ
チ

ストレッチは、筋肉を伸

ばし関節の動きを広げる

だけでなく、全身の血行

や代謝の促進、さらには

リラックス効果も期待で

きます。かんたんストレ

ッチで、心も体もリフレッ

シュしませんか？

ふ
く
ら
は
ぎ

１

理学療法士
秋月 三奈

ふ
く
ら
は
ぎ
は
「
第
2
の
心
臓
」
と
い

わ
れ
、
下
半
身
の
血
液
を
心
臓
に
戻
す

ポ
ン
プ
の
役
割
を
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
肩
甲
骨
も
大
き
く
動
か
す
事
で
姿

勢
が
良
く
な
り
、
上
半
身
も
動
か
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
ス
ト
レ
ッ
チ
中
に

息
を
止
め
る
と
血
圧
が
上
が
っ
て
し

ま
う
の
で
、
息
を
止
め
な
い
で
行
う

こ
と
が
と
て
も
大
事
で
す
。
今
回
紹

介
し
た
ス
ト
レ
ッ
チ
は
循
環
器
内
科

の
患
者
さ
ん
に
も
実
際
に
指
導
し
て

お
り
、
実
践
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

肩
甲
骨
回
り

２

さまざまな診療科に関わりのある漢方
医学。漢方薬とのつき合い方や身近な
漢方の知識をご紹介します。

自分の体と向き合う

壁に両手をついて、足を前後に開く。後ろ足のかかと
を床に着け、筋肉が少しつっぱるくらい膝を伸ばす。

まっすぐ立ち、両手を肩にのせ両ひじを肩の高さ
に上げ、胸を張る要領で肩を大きく回します。

幼
少
よ
り
音
楽
に
親
し
み
、
五
感
で
感
じ
と
っ
た
も
の
に
、

ど
の
よ
う
な
印
象
を
持
ち
、
何
を
考
え
る
か
に
関
心
が
あ
り

ま
し
た
。
感
情
や
感
覚
を
司
る
の
が
脳
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

医
学
に
興
味
を
も
ち
、
今
は
精
神
科
医
を
志
し
て
い
ま
す
。

研
修
で
は
、
手
厚
く
指
導
し
て
く
だ
さ
る
指
導
医
と
個
性

あ
ふ
れ
る
同
期
に
恵
ま
れ
充
実
し
た
毎
日
を
過
ご
し
て
い

ま
す
。
自
信
を
な
く
し
て
い
た
と
き
、
指
導
医
か
ら
「
戦

力
に
な
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
と
声
を
掛
け
ら
れ
、
不

安
な
気
持
ち
か
ら
救
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
精
神
的

な
疾
患
だ
け
で
な
く
、
頻
度
の
高
い
身
体
的
疾
患
に
も
対

応
で
き
る
医
師
に
な
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

精
神
科 

 

糖
尿
病
代
謝
科 

 

救
急
科 

 

神
経
内
科 

 

呼
吸
器
内
科 

 

循
環

器
内
科  

胃
腸
内
科  

小
児
科  

形
成
外
科  

麻
酔
科  

放
射
線
診
断
科

研
修
ロ
ー
テ
ー
ト

Profile

1988 年生まれ、福島県出身、
福井大学医学部卒業

戦
力
と
し
て

認
め
ら
れ
た
こ
と
が

心
の
支
え
に

初期臨床研修 2 年目
齋藤 早紀

研
修
医

研
修
医

G
O
G
O

G
O
G
O

ストレッチの 3 原則

1 	反動をつけずにゆっくりと
2 	リラックスして深呼吸
3 	目安時間に従って
	 筋肉を伸ばす

左
右
１
セ
ッ
ト
キ
ー
プ
時
間 

20
秒

骨
粗
し
ょ
う
症
の
お
薬
を
飲
ん
で
い
る
か
ら
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
は
無
理
だ
と
諦
め

て
い
ま
せ
ん
か
？
確
か
に
骨
密
度
を
増
や
す
薬
を
飲
ま
れ
て
い
る
患
者
さ
ん
の

中
に
は
抜
歯
や
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
埋
入
後
に
顎が
っ
こ
つ
え
し

骨
壊
死
を
発
症
し
て
し
ま
う
方
も

お
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、骨
を
強
く
す
る
薬
も
い
ろ
い
ろ
で
、ビ
タ
ミ
ン
剤
や
カ

ル
シ
ウ
ム
剤
で
あ
れ
ば
ほ
と
ん
ど
問
題
に
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
ず

は
主
治
医
と
相
談
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

「
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
と
骨
粗
し
ょ
う
症
」

テ
ー
マ

歯
科
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
セ
ン
タ
ー
／
歯
科
顎
口
腔
外
科
　
山
内 
健
介
・
片
岡 

良
浩

お
口
の
お
悩
み
、
解
決
し
ま
す
。

デ
ン
タ
ル
先
生

急
な
入
院
や
入
院
中
に
必
要
に
な

る
生
活
用
品
を
取
り
揃
え
て
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「
入
院
用
品
が
揃
い
ま
す
」

ホ
ス
ピ
タ
ル
モ
ー
ル
1
Ｆ

営
業
時
間 

平
日
：
８
時
30
分
〜

１７
時
30
分

（
土
・
日
・
祝
休
み
）

薬
店
と
医
療
・

福
祉
の
サ
ポ
ー
ト
店

ホ
ス
ピ
タ
ル
モ
ー
ル

気候は暑すぎず、人は
多すぎず少なすぎず、
とても過しやすい街です。

仙台の魅力Q4

内
回
り
、
外
回
り
を
５
回
ず
つ

院
内
の
身
近
な
疑
問
を
、
ず
ば
っ
と
解
決

と

さ
ん

さ
ん

さ
ん

　
　
　
　

：

夜
間
、
家
族
が
救
急
搬
送
さ
れ
ま
し
た
。

ど
こ
に
行
け
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？

さ
ん

　
　
　
　

：

病
院
の
床
面
に
は
案
内
線
が
引
い
て
あ
り
ま

す
。
水
色
の
線
を
た
ど
っ
て
い
た
だ
く
と
先
進
医
療
棟
に

「
救
急
受
付
、
時
間
外
窓
口
」
が
あ
り
ま
す
。
他
に
「
生
理

検
査
セ
ン
タ
ー
受
付
」
、「
中
央
採
血
室
」
、「
病
棟
」
な
ど

の
案
内
線
が
床
面
に
引
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

イ
ヤ
ホ
ン
、
歯
ブ
ラ
シ
、
歯
磨
き
粉
、

石
鹸
、
シ
ャ
ン
プ
ー
、
コ
ッ
プ
、
箸
、

ス
プ
ー
ン
、
タ
オ
ル
、
肌
着
、
テ
ィ
ッ

シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
、
お
む
つ
な
ど
。

「
秋
冬
の
乾
燥
症
状
」

テ
ー
マ

秋保の「ドットーレ」は生地が
美味しいピザ屋さんです。

仙台でおすすめのお店Q1

グランドピアノを弾きに
スタジオに行くこともあります。

趣味Q2

1〜2ヶ月に1度は
コンサートに行きます。

休日の過し方Q3

漢方内科
有田 龍太郎
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平成 30 年度
第 2 回記者懇談会を開催しました

東北大学オープンキャンパス 2018 に
参加しました

8月 4日（土）、第 16回からだの教室「東北大学病院バックヤード

ツアー～のぞいてみよう医療の現場～」を開催しました。約 200名

の方からご応募いただき、抽選により小学 4年生から 60代の方ま

での 30名にご参加いただきました。当院の歴史と役割を学んだ後、

ビギナーコースとエキスパートコースに分かれて手術室、生理検査

センター、薬剤室、屋上ヘリポート、放射線治療室、第一種感染症病

室などを見学しました。普

段なかなか見ることのでき

ない病院の裏側を見学・体

験することができ、参加者

の皆さんから「参加して良

かった」とたくさんの感想

をいただきました。

7月 30日（火）、8月 1日（水）、東北大学オープンキ

ャンパス 2018 が開催されました。当院も病院紹介

と先端医療技術トレーニングセンター紹介で参加し

ました。病院紹介ブースは、当院の歴史をたどる写

真パネル、臓器スタンプラリーなどのコーナーを設

け、2日間で約 530名の方にご来場いただきました。

先端医療技術トレ

ーニングセンター

に は、2日 間 で 約

200名の方にご来

場いただき手術手

技を体験していた

だきました。

第 16 回からだの教室 

「東北大学病院バックヤードツアー
～のぞいてみよう医療の現場～」を
開催しました

hesso20号発行と併せて行いましたアンケートにご

協力いただき誠にありがとうございました。アンケ

ート集計結果の一部をご報告します。お寄せいただ

いたご意見は、より充実した情報をお届けできるよ

うに参考とさせていただきます。

【調査期間】２０１８年８月１０日〜９月３０日

【調査場所】東北大学オープンキャンパス、

	 ホスピタルモール、病棟、webサイト

【回答数】８４９件

8月29日（水）、平成30

年度第2回記者懇談会

を開催しました。記者

懇談会は当院の最新の

取り組みなどについて

報道機関の方々に情報

提供することを目的としています。今回は「緩和医

療」をテーマに、八重樫伸生 病院長、緩和医療科 井上

彰 科長、金田諦晃 臨床宗教師、大山恵子 ボランティ

ア室コーディネーター、神宮啓一 広報室長が出席、8

社10名の方々にご参加いただきました。当院の緩和

医療の沿革や取り組みの紹介後、緩和ケア病棟の病室

やラウンジ、浴室など各施設をご覧いただきました。参

加者の方々と当院職員との間で活発な意見交換が行なわ

れるなど、より一層の交流を深める場となりました。

「東北・みやぎ復興マラソン 2018」に
特別協力しました

10月13日（土）、14日（日）、宮城県立都市公園 岩沼海

浜緑地・北ブロックで「東北・みやぎ復興マラソン

2018」が開催されました。大会を支える医療救護ス

タッフのボランティア参加として当院も特別協力し

ました。仙台放送 取締役 平山準一 様から八重樫伸生 

病院長に感謝の盾が贈呈されました。この盾は当院ホ

スピタルモールに展示する予定です。

hesso アンケート結果

●好きな記事ベスト 5

 1. 特集

 2. かんたんストレッチ

 3. 野菜を食べる副菜レシピ

 4. みんなに届く緩和ケア

 5. GOGO 研修医

●取り上げて欲しい
　テーマベスト 5

 1. 病気の基礎知識

 2. 最新の治療法

 3. スタッフのこと

 4. イベント情報

 5. 病院運営について

●『へっそ』を手に取った理由ベスト 3

1. 医療に関心がある

2. 東北大学病院に関心がある

3. デザインが好き

平成 30 年度東北大学病院
総合防災訓練を実施しました

10月 13日（土）、仙

台市内直下・長町 ‐

利府断層を震源とす

る震度 6強の地震発

生を想定した総合防

災訓練を実施しまし

た。東日本大震災後

7回目となる今回の訓練は、先進医療棟の稼働（平成

30年 5月）後、初めての開催となりました。訓練では、

トリアージや傷病者搬送、各診療エリアで傷病者の

処置ができるか、動線の検証を行いました。また、平

日には使用することができない外来診療棟を使用し、

外来における初動対応、避難誘導訓練や帰棟困難者・

帰宅困難者対応などを実施しました。

接遇研修を開催しました

10月15日（月）、平成30年度接遇研修を開催しました。

この研修は病院スタッフの接遇の向上を目的として毎

年開催しています。今回は患者さんへの接遇を踏まえ

たコミュニケーションをとる方法を学ぶため、接遇に

関する心構えのお話のほか、笑顔を作るための練習や

実例を交えた各種マナーの確認などが行われました。
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今
年
度
、旧
第
一
外
科
の
肝
・
胆
・

膵
外
科
、
胃
腸
外
科
、
旧
第
二
外
科

の
移
植
・
再
建
・
内
視
鏡
外
科
、乳

腺
・
内
分
泌
外
科
が
統
合
し
て
総

合
外
科
と
な
り
ま
し
た
。
4
つ
の

専
門
グ
ル
ー
プ
が
連
携
し
て
医
療

安
全
に
努
め
、
新
た
な
体
制
で
、
世

界
を
リ
ー
ド
す
る
外
科
診
療
科
と

な
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

表
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の
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し

新しい治療法や医療機器を開発し、未来型医療をリ

ードすることで、明るい未来をつくりたいと考え、「東

北大学病院みんなのみらい基金」を創

設しました。皆さまからの温かいご支

援を賜りますようお願い申し上げます。

http://www.hosp.tohoku.ac.jp/kikin/

ケータイ・スマホの方は
こちらからもアクセス！

オリジナル
キャラクター

へそそwww.hosp.tohoku.ac.jp/hesso

hesso（へっそ）は東北大学病院の広報誌です。人のカラダを中心に、いまの

医療を中心に、地域の皆さまにわかりやすく当院の活動を紹介します。hesso

を中心に人の輪ができる、まさに地域の「おへそ」のような存在を目指します。

www.facebook.com/hosp.tohoku
Facebook東北大学病院 公式ページ

www.facebook.com/hosp.tohoku.hesso
Facebook hesso 公式ページ

@hosp_tohoku
Twitter 東北大学病院 公式アカウント

Publisher：東北大学病院 / Plan&Edit：東北大学病院広報室 / Design：akaoni / Photo：志鎌康平

読者アンケートでは予想を越えるたくさ

んの方々にご協力いただき、ありがとう

ございました。想定外の結果となった項目もあり、改めて

客観的な視点を大切にしようと思いました。この結果を

今後の誌面作りに反映させるよう努めてまいります。ご意

見・ご感想は、今後も随時受け付けております。引き続き

ご愛読くださいますようお願いいたします。（広報室）

編集後記

優秀作品は院内にてポスター掲示

いたします。たくさんのご応募、

お待ちしております！

禁 煙 川 柳 募 集

https://secure.hosp.tohoku.ac.jp/pr/kinen-senryu/ 

募集箱から： 当院インフォメーションボー
ドに設置の応募用紙に必要事項をご記入の
うえ、 専用の募集箱にご投函ください。
WEB から：下記よりご応募ください。

ケータイ・スマホの方は
こちらからもアクセス！

総
合
外
科

ご意 見・ご感 想募集

hesso へのご意見・ご感想を募集しています。住所、

氏名、年齢、性別、ご意見・ご感想をご記入の上、下記

宛先までおはがき、E メール、またはフォームでお送

りください。抽選で当院オリジナルグッズをプレゼン

トいたします。

おててテトテト
DVD 

NO SMOKING
バッジ

ケータイ・スマホの方は
こちらからもアクセス！【  宛 先  】仙台市青葉区星陵町 1-1

	 東北大学病院 広報室

【Eメール】hesso@pr.hosp.tohoku.ac.jp

【フォーム】secure.hosp.tohoku.ac.jp/
	 hesso/contact

オリジナル 
ミニタオル

平成 30 年度のガーデンボランティア、院内案内、

緩和ケア病棟のボランティアさんを募集していま

す。患者さんが安心とやすらぎを感じ

ることができる病院をともに作りませ

んか。皆さまからのご連絡をお待ちし

ております。

ボランティア募集

http://www.hosp.tohoku.ac.jp/outline/011.html
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ケータイ・スマホの方は
こちらからもアクセス！




